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那覇市議会
















	
			会議録目次　
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			第124回
			)
	

	
			第125回
	








○　招集告示

○　会期日程

○　上程案件

　　　　（議案第１０５号　　工事請負契約について）

　　　　（議案第１０６号　　１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○　上程案件処理結果
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　　１１月１２日（招集日）
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○　事務局出席者
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○　開会・開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期決定

○　議案上程・提案理由の説明

　　　　（議案第１０６号　　　１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算）

　　　￮　　表決

○　提案理由の説明

　　　　（議案第１０５号　　　工事請負契約について）

○　散会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　１１月１６日（２日目）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　会議に付した事件

○　開議

○　会議録署名議員の指名

○　議案上程

　　　　（議案第１０５号　　　工事請負契約について）

　　　￮　　討論

　　　　　　喜舎場盛一議員

　　　　　　島袋宗康議員

　　　￮　　表決

○　閉会



















那覇市告示第６５号









１９７０年１１月９日















　第１２４回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。















那覇市長　平良良松





















　　１．日時　　１９７０年１１月１２日（木）午前１０時












　　２．場所　　那覇市議会議場












　　３．付議事件　　工事請負契約について












　　　　　　　　　　１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算





















































第１２４回那覇市議会臨時会会期日程











	
			　　　自１９７０年１１月１２日
			}
			５日間
	

	
			　　　至１９７０年１１月１６日
	
















	
			月
			日
			曜
			種別
			日程
			備考
	

	
			11
			12
			木
			本会議
			議案上程・説明聴取・質疑・討論・表決
			

	

	
			〃
			13
			金
			休会
			議案研究
			

	

	
			〃
			14
			土
			〃
			〃
			

	

	
			〃
			15
			日
			〃
			事務整理
			休日
	

	
			〃
			16
			月
			本会議
			議案上程・質疑・討論・表決
			

	















　　　　　　　　　　　　本会議　　２日




　　　　　　　　　　　　休会　　　３日（休日１日・議案研究２日）
























第124回那覇市議会会議録









臨時会









上程案件














議案第１０５号









工事請負契約について









　次のとおり工事請負契約を締結する。









　　　　１９７０年１１月１２日提出









那覇市長　平良良松












１　契約の目的　　　那覇市牧志公設市場建築工事









２　契約の方法　　　随意契約









３　契約金額　　　　＄４９６,３４０ドル









４　工期　　　　　　議決の日から３６５日









５　契約の相手方　　那覇市字与儀７２番地の８

　　　　　　　　　　南洋土建株式会社

　　　　　　　　　　代表者　比嘉　　広









（提案理由）

　那覇市牧志公設市場の一部（西市場）の改築工事を施行したいので、この案を提出する。








参考資料









工事請負仮契約書









１　工事名　　　　那覇市牧志公設市場建築工事









２　工事場所　　　那覇市牧志町









３　工期　　　　　議決の日から３６５日









４　工事内容　　　図面および仕様書（現場説明等を含む）のとおり









５　請負金額　　　＄４９６,３４０.００









６　部分払回数　　６回以内









７　契約保証金　　＄免除









８　特約事項












　上記工事について、注文者那覇市長　平良良松（以下「市長」という。）と請負人 南洋土建株式会社 代表者　比嘉広とは、建設業法、那覇市の工事その他の請負契約条例および那覇市建設工事執行規則に基づき、おのおの対等の立場における合意により請負契約を締結し、信義に従つて誠実にこれを履行するものとする。

　この仮契約書は、市長がこの契約について那覇市議会の議決を得たときは、その議決の日をもつて本契約書に切り変わるものとする。この場合、市長は議決のあつた旨を遅滞なく請負人に通知するものとする。









　この契約を証するため本書２通を作成し、当事者記名押印のうえ、各自がその１通を所持する。









　１９７０年１１月７日









注文者　　　　那覇市長　平良良松　　　㊞












住所　那覇市字与儀７２番地の８






請負人　　　　商号　南洋土建株式会社






代表者　比嘉広　　㊞









	
		１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算
	

	
		　　　　　　　　　　　歳入　　　　　議案第１０６号
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		歳出
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第124回那覇市議会会議録









臨時会









上程案件・処理結果














　第１２４回那覇市議会（臨時会）処理結果　

開会年月日　　　１９７０年１１月１２日～１１月１６日

会期　　　　　　５日間　　　　　　　　　　　　　　　






	
			１９７０年１１月１２日（１日目）
			（午前１０時０５分　開会）
	

	
			（午前１０時１５分　散会）
	











１．本会議






本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			70
			11
			12
			

			会議録署名議員の指名
			議　長
			１２番議員
１３番議員
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			会期を定めることについて
			〃
			５日間
	

	
			〃
			〃
			〃
			106
			１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算
			市　長
			原案可決
	




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










	
			１９７０年１１月１６日（２日目）
			（午前１０時３０分　開議）
	

	
			（午前１１時５５分　閉会）
	











２．本　会　議






本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			70
			11
			16
			

			会議録署名議員の指名
			議長
			１４番議員１５番議員
	

	
			〃
			〃
			〃
			105
			工事請負契約について
			市長
			不同意
	




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






























第124回那覇市議会会議録









臨時会


１１月１２日(木曜日・初日)














１９７０年第１２４回那覇市議会会議録（臨時会）










	
			○　１１月１２日（初日）
			（午前１０時０５分　開会）
	

	
			（午前１０時１５分　散会）
	














○　出席議員（２７名）

　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　　１６番　高良文雄君

　　２番　　　中村昌信君　　　　　　１７番　又吉久正君

　　３番　　　瀬長フミ君　　　　　　１８番　仲本安一君

　　４番　　　辺野喜英興君　　　　　１９番　金城吾郎君

　　５番　　　喜舎場盛一君　　　　　２０番　黒潮隆君

　　６番　　　仲村正治君　　　　　　２１番　久高友敏君

　　７番　　　平良玄昌君　　　　　　２２香　喜久山朝重君

　　８番　　　上原綱正君　　　　　　２３番　宮城武君

　　９番　　　金城甚松君　　　　　　２４番　真栄城嘉園君

　１０番　　　島袋宗康君　　　　　　２５番　比嘉佑直君

　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　　２６番　安見福寿君

　１２番　　　儀間真祥君　　　　　　２９番　椿秀義君

　１３番　　　平良信一君

　１４番　　　宮里敏慶君

　１５番　　　金城重正君









○　欠席議員（２名）






　２７番　　 玉城栄一君

　３０番　　 大浜長弘君






～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　市町村自治法第６１条による出席者

　　　　市長　　　　　　　平良良松君

　　　　第一助役　　　　　稲嶺成珍君

　　　　第二助役　　　　　前田武行君

　　　　収入役　　　　　　呉屋永得君

　　　　市長公室長　　　　平良清安君

　　　　総務部長　　　　　親泊康晴君

　　　　財政部長　　　　　伊波静男君

　　　　経済民生部長　　　備瀬政太郎君

　　　　建設部長　　　　　水間平君

　　　　土木部長　　　　　内間安春君

　　　　消防長　　　　　　具志清一君

　　　　水道局長　　　　　佐久川寛貞君

　　　　建設部庶務課長　　照屋建勇君

　　　　商工観光課長　　　宮平勝哉君

　　　　建築課長　　　　　金城幸男君









○　事務局出席者

　　　　局長　　　　　　　義永栄善君

　　　　庶務課長　　　　　玉城三郎君

　　　　議事課長　　　　　新垣襄二君

　　　　調査係長　　　　　亀島美一君

　　　　議事係長　　　　　永山盛広君






　　　　記録係長　　　　　山城正信君

　　　　主事　　　　　　　徳村政保君

　　　　主事　　　　　　　上原洋子君

　　　　主事　　　　　　　山川恵美子君

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









１９７０年第１２４回那覇市議会臨時会議事日程第１号

１９７０年１１月１２日（木曜）午前１０時開議











第１　会議録署名議員の指名

第２　会期の決定

第３　議案第１０６号　１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算（市長提出）

第４　議案第１０５号　工事請負契約について　　　　　　　（市長提出）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　会議に付した事件

　　　　　（議事日程に同じ）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　これより、１９７０年第１２４回那覇市議会臨時会を開会いたします。

　これより、本日の会議を開きます。この際諸般の報告をいたします。１１月９日付市長から、議案の送付がありました。去る１０月２１日友利栄吉君から一身上の都合により議員を辞退したい旨の願い出がありましたので、市町村自治法第６６条の規定により同日これを許可いたしましたから報告いたします。






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会議録署名議員は儀間真祥君、平良信一君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第２、会期の決定を議題といたします。おはかりいたします。今期臨時会の会期は、本日から１１月１６日までの５日間といたしたいと思います。

　これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて会期は、５日間と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　おはかりいたします。議事の都合により、１１月１３日、１４日は、休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて１１月１３日、１４日は休会することに決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第３、議案第１０６号、１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算を議題とし提案者の説明を求めます。









○　財政部長（伊波静男君）

　　議案第１０６号那覇市歳入歳出追加予算についてご説明申し上げます。

　　本案は来る１１月１５日に行なわれます衆参両院議員選挙に要する追加費用として1,133ドルの追加であります。

　この選挙費用につきましては、中央選挙管理委員会の内示を受けて28,585ドルを予算計上したのでありますが、その後29,718ドルの割当決定通知を受けましたので予算計上済額との差額1,133ドルを追加計上するためこの案を提出いたしました。よろしくご審議下さるようお願い申し上げます。









○　議長（辺野喜英興君）

　　おはかりいたします。ただいまの提案者の説明のとおり、この議案は来たる１５日の衆参両議員の選挙費用でございますので即決したいと思います。

　　議案第１０６号、１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算について質疑討論省略してご異議ありませんか。

　　　　　　　（「質疑討論なし」という者あり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。質疑討論を省略し採決に入ります。

　　議案第１０６号、１９７１年度那覇市歳入歳出追加予算を可決することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第４、議案第１０５号、工事請負契約を議題とし提案者の説明を求めます。










○　建設部長（水間平君）

　　議案第１０５号、工事請負契約について、ご説明いたします。

　那覇市牧志公設市場の一部改築工事は、現在の木造セメント瓦ぶき平家1,662.46平方メートルの市場をとりこわし、鉄骨鉄筋コンクリート造、地下１階413.5平方メートル、地上１階1,479.7平方メートル、地上２階1,355.4平方メートル、塔屋１階228.6平方メートル、塔屋２階52.8平方メートルで、総計画面積3,530平方メートルの市場改築を計画しております。

　　このたび事業を施行するにあたり１９７０年１１月７日指名競争入札に付したが落札者がなく南洋土建株式会社と調整したところ契約をすることに同意しております。このことにつきましては、議会の同意を得る必要がありますのでお手元に配布してあります議案のとおり１９７０年１１月７日に仮契約を締結しました。なにとぞよろしくご審議くださいますようお願いいたします。









○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩いたします。

（午前１０時１５分　休憩）

（午前１０時１６分　再開）









○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。

　この議案は、去つた議運委員会でこの議案の処理についてお話し合いしておるわけでございますけれども、重要案件でありますので２日間議案研究の期間を設ける。そして１６日再び本会議を開いてそこで質疑を始めたいとこういうふうに議運でもきまつておるようでございます。

　このとおり運びたいと思いますのでこれに対して各位ご異議ありませんか。

　　　　　　　（「異議なし」という者あり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議ないと認めます。よつて本件は議会運営委員会の決定どおり２日間の議案研究ということに決しました。









○　議長（辺野喜　英興君）

　　それでは本日の日程はこれで終了いたしました。１６日午前１０時より会議を開きます

（午前１０時１７分　散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～















　　　上会議録を調整し署名する

　　　　　１９７０年１１月１２日









議長　　　　　辺野喜　英興　㊞









署名議員　　　儀間　真祥　　㊞









署名議員　　　平良　信一　　㊞






























第124回那覇市議会会議録









臨時会

１１月１６日(月曜日・２日目)














　１９７０年第１２４回那覇市議会会議録（臨時会）　














	
			○　１１月１６日（２日目）
			（午前１０時３０分　開議）
	

	
			（午前１１時５５分　閉会）
	














○　出席議員（２７名）

　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　１６番　高良文雄君

　　２番　　　中村昌信君　　　　　１７番　又吉久正君

　　３番　　　瀬長フミ君　　　　　１８番　仲本安一君

　　４番　　　辺野喜英興君　　　　１９番　金城吾郎君

　　５番　　　喜舎場盛一君　　　　２０番　黒潮隆君

　　６番　　　仲村正治君　　　　　２１番　久高友敏君

　　７番　　　平良玄昌君　　　　　２２番　喜久山朝重君

　　８番　　　上原綱正君　　　　　２３番　宮城武君

　　９番　　　金城甚松君　　　　　２４番　真栄城嘉園君

　１０番　　　島袋宗康君　　　　　２５番　比嘉佑直君

　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　２６番　安見福寿君

　１２番　　　儀間真祥君　　　　　２９番　椿秀義君

　１３番　　　平良信一君

　１４番　　　宮里敏慶君

　１５番　　　金城重正君












○　欠席議員（２名）

　２７番　　　玉城栄一君

　３０番　　　大浜長弘君


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　市町村自治法第６１条による出席者

　　　　市長　　　　　　　平良良松君

　　　　第一助役　　　　　稲嶺成珍君

　　　　第二助役　　　　　前田武行君

　　　　収入役　　　　　　呉屋永得君

　　　　市長公室長　　　　平良清安君

　　　　総務部長　　　　　親泊康晴君

　　　　財政部長　　　　　伊波静男君

　　　　経済民生部長　　　備瀬政太郎君

　　　　建設部長　　　　　水間平君

　　　　土木部長　　　　　内間安春君

　　　　消防長　　　　　　具志清一君

　　　　水道局長　　　　　佐久川寛貞君

　　　　建設部庶務課長　　照屋建勇君

　　　　商工観光課長　　　宮平勝哉君

　　　　建築課長　　　　　金城幸男君












○　事務局出席者

　　　　局長　　　　　　　義永栄善君

　　　　庶務課長　　　　　玉城三郎君

　　　　議事課長　　　　　新垣襄二君

　　　　調査係長　　　　　亀島美一君

　　　　議事係長　　　　　永山盛広君






　　　　記録係長　　　　　山城正信君

　　　　主事　　　　　　　徳村政保君

　　　　主事　　　　　　　上原洋子君

　　　　主事　　　　　　　山川恵美子君

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









１９７０年第１２４回那覇市議会臨時会議事日程第２号

１９７０年１１月１６日（月曜）午前１０時開議











第１　会議録署名議員の指名

第２　議案第１０５号　工事請負契約について　　　　　　　（市長提出）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　会議に付した事件

　　　　（議事日程に同じ）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　これより、本日の会議を開きます。









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会議録署名議員は宮里敏慶君、金城重正君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第２、議案第１０５号、工事請負契約についてを議題といたします。









○　金城吾郎君

　　この公設市場の建設につきましては１０年来の那覇市の懸案事項でございまして、これまでいろいろ議論もかわされておりますけれども、今回工事請負契約を結ぶ段階にまいつておりますが、ご承知のように国政参加選挙問題をめぐりまして非常に各員が多忙な中でまだ各派の具体的な話し合いがなされておりませんので、しばらくの間休憩を願いまして各派調整をいたしたいと思いますので休憩の動議を提出いたします。









○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩いたします。

（午前１０時１２分　休憩）

（午前１０時３９分　再開）









○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。

　議案第１０５号、工事請負契約について質疑に入ります。

　　　　　　　（「質疑なし」という者あり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　質疑なしと認め討論に入ります。









○　喜舎場盛一君

　　議案第１０５号に対しまして反対の討論を申し上げます。

　本案は数年にわたつて那覇市の大きな政治問題化してきた問題でございまして、これまでの経過を見まするに二転三転してまいつてきております。ところがこの第一牧志公設市場の問題は過去に完成いたしました第二牧志公設市場の完成と同時に決着がつけられるものでございましたが、平良革新市長の市場政策あるいは３０万市民に対していろいろ無責任な行為に出たことから端を発しまして混乱に陥つているのでございます。

　　まずこの第１点といたしましては、６９年６月の定例議会においてあの70年度予算の議決にあたつて平良市長は、第一公設市場の業者の皆さんもあの第二市場に全部移して商売をさせるんだ、といつて予算をはじめあの第一牧志公設市場の土地代、あるいはそういつた予算も全部削りまして一応土地も地主に返還をするんだ、というようなことをはつきりこの壇上から市民に訴えたのでございます。この証拠に那覇市の３０名議員が全部それに同意をしたのでございます。こういつたいきさつ。さらには市長はこういうことを議会で発言しておきながら、また第一牧志公設市場をつくらなければならない、と言つて自分の信念を曲げまして一応今日に至つているんでございまするがところが〝やる〟というそのものの意思はどの程度あつたか。この経過をみました場合に第一助役、あるいは市長、担当部課長はいろいろと地主と借地権の問題で話し合いをしてきたというような答弁をしておりますが、あにはからんやここ２ヵ年に至るまで何ら誠意を尽くして地主と話し合いをやつていない。これが現在訴訟中である裁判所において判事からも指摘をされたようでございます。上岡作太郎さんとは数回にわたつて話し合いをなされておりますが、同じ地主である上原、照屋こういつた方々とは過去５回程度しか借地権について話し合いをしていないということでございます。この第１点をとらえましてもいかに当局が市場に対して誠意がないかということがはつきりいえるのでございます。

　　さらには市長は市長選挙、あるいは今日に至るまで市民との対話を中心に市政を運営していくんだ、というようなことを数回にわたつて発言をしております。ところが一市民であり、あるいはまた地主のこういつた意見を尊重しない。もはや話を打ち切つて、土地収用法でもつて強制収用をしてわれわれは市場をつくるんだというような姿勢、これがすなわち革新政党の姿勢だと本員は認めざるを得ない。市民との対話と言つておりますが、一部市民の土地をあえて強制収用でもつていわゆるいじめるというのが革新市政でございます。過去２ヵ年の間にいろいろとはつきりあらわれてまいつております。さらにはこの市場政策でございまするが、第二公設市場が完成をいたし１ヵ年あまりにわたつて那覇市は営業をさしておりますが、この商売人に対するあるいは第二牧志市場に対するあの政策たるや放つたらかしでございます。今日に至つてはいろいろと犠牲者も出ましてあき小間がほとんどでございます。こういう状態の中でさらに１００万ドルあまりを投じまして、高い金利あるいは今日までの小間の料金の３倍以上にもなるあの市場をつくろうとしております。一体ここに二つの市場ができた場合にどういうことになるかというような解決策をひとつも持つていない。さらには土地収用委員会、そのほうで土地収用するように採決はなつておりますが、７２年度には復帰をいたします。この復帰をする時点においてはたして沖縄の現状からあの収用法が法的に妥当であるかという問題をとらえました場合にたいへん危険でございます。おそらくいまこの議案が可決されましても建築完了というのはやはり７１年度の末でございます。７２年度にわたるかもしれない。その時点で沖縄の現在の法律がどういうふうになるかということでございます。過去において那覇市はあの与儀において劇場、映画館の建築許可を認めました。そして地主はいろいろと建築基準によつて映画館の建設もなされたんでございまするが、あとからいろいろと周囲の方々から異議が出まして撤回されました。「市は絶対に妥当である」というふうに地主との訴訟をしたんでございまするが、那覇市は負けました。そして当時莫大な損害を与えております。

　　こういうことから考えてきました場合に、今、市長は強制収用によつて土地を買い上げるというような考えを持つておりますけれども、一体これについて本当に自信があるのか。あるいはまた裁判所においても係争中でございます。この収用委員会において裁決されましたことにつきましても、地主はこれを停止してくれという訴訟を起こしております。こういう段階でこの莫大な資金をかけて建築をしようとしておる市場問題、これが一体法的に負けた場合に、平良市長はこの責任を負い切れるか大変心配でならぬわけでございます。

　　こういつたことから今一度、裁判所の態度決定というようなことも待つて建築をすべきだと、こういうふうに考えまして議案第１０５号に対し反対をいたします。よろしく皆さんのご賛同をお願い申し上げます。









○　島袋宗康君

　　議案第１０５号、工事請負契約について賛成討論をいたします。

　ただいま５番議員が反対討論の中で、いろいろ革新市政のまずさによつてこの市場問題で非常に市民に迷惑をかけているというような発言がありますけれども、この公設市場問題につきましては１０年来、兼次市長、あるいは西銘市長時代からこの問題が市民の、いわゆる注目の的となつて、この市場問題をどう解決づけるかというふうな問題で、政治の争点にもなつているわけでございます。今日いろいろと論議されておりますけれども、この市民の多数が利用し、またそれによつて市場で営業されておる多数の方々はこの市場を市が建築するか、あるいは取りやめるかということにつきまして、市としてはどうしてもそういう市民大衆の利便を考え、さらにまた市場業者の生活問題を考えた場合に、大衆政治の路線を敷いておるところの革新市政としてはこれはあくまでも改築を執行すべきであるというふうな基本路線に立つて、今日の市政を運営しているわけでございます。

　　さらにまた地主との話し合いをもつていないというようなことでありますけれども、反対討論の中にもありましたように地主とは数回にわたつて話し合いはしております。しかしながら話し合いを拒んでおるところの地主と幾ら折衝を重ねても、これは到底説得をするわけにはいかないということで強制収用の立場をとらざるを得なかつた、こういうふうになつております。

　　そこで今、５番議員の反対討論の中に土地収用すると復帰する時点において、これが本土の法律とさしさわりがあるんじやあないかというふうなことも言われておりますけれども、７２年復帰するまでは私達は現在の法律によつて政治を動かしていかなければならない。そういう立場からするならば現在、この土地収用審議会におきましてこの土地の収用の問題はすでに解決されているわけでございます。そこでこの土地収用の問題におきましては自動的に市の所有権が認められた形となつております。こういうふうなことから地主との関係はもはや、この収用委員会のあらゆる角度から審議されたものから考えますならば、これは問題はないわけであります。従いまして１１月１０日付においてはつきりと、土地収用委員会におきましてこれが市の所有権に属するというふうな形になつておりますので、当然この建築問題というものは何らさしさわりはないと考えております。地主の訴訟提起もありますけれども、今日まであらゆる法的な問題から、これを行政主席の認可を得て議会においてもすでに予算が通過し、さらにこの工事請負契約の中にもありますように南洋土建という、これまで実績のある業者と契約をしてこれから着工する運びでありますので、どうかこの工事請負契約につきましては満場一致で皆さんのご賛同を得て、市場業者、市民のために市場改築をぜひ実現していただきますようにお願い申し上げます。

　　　　　　　（傍聴席より拍手）









○　議長（辺野喜英興君）

　　討論を終結し採決に入ります。議案第１０５号、工事請負契約については特別議決であります。本案に賛成の方のご起立を求めます。









○　議長（辺野喜英興君）

　　１３名であります。本日の出席議員は２７名であります。それの３分の２、１８名以上の賛成がなければ可決できません。よつて１３名は法定数に達しておりませんので本案は否決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　本日の日程は全部終了しました。これにて閉会いたします。

（午前１０時５５分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









上会議録を調整し署名する。

　　　　１９７０年１１月１６日









議長　　　　辺野喜英興　　㊞









署名議員　　宮里敏慶　　　㊞









署名議員　　金城重正　　　㊞



























第125回那覇市議会会議録









臨時会














会議録目次






○　招集告示

○　上程案件

　　　　（議案第１０７号　　　工事請負契約について）

　　　　（報告第　１７号　　　専決処分の報告について）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○　上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　１１月３０日（招集日）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　会議に付した事件

○　開会・開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期決定

○　議案上程・提案理由の説明

　　　　（報告第　１７号　　　専決処分の報告について）

　　　　（議案第１０７号　　　工事請負契約について）

　　　￮　質疑

　　　　　　　　玉城栄一議員

　　　　　　　　第一助役

　　　￮　討論

　　　　　　　　宮城　武議員

　　　　　　　　玉城栄一議員

　　　　　　　　島袋宗康議員

　　　　　　　　儀間真祥議員

　　　￮　表決

○　閉会




















那覇市告示第６９号　　

１９７０年１１月２７日












　　　第１２５回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。


















那覇市長職務代理者

稲嶺成珍

那覇市第一助役





















　　１．日時　　　　　１９７０年１１月３０日（月）午前１０時









　　２．場所　　　　　那覇市議会議場









　　３．付議事件　　　工事請負契約について































































第125回那覇市議会会議録









臨時会









上程案件














議案第１０７号












工事請負契約について









次のとおり工事請負契約を締結する。









　　　　１９７０年１１月３０日提出









那覇市長　平良良松









　　１　契約の目的　　　那覇市牧志公設市場建築工事






　　２　契約の方法　　　随意契約






　　３　契約金額　　　　＄４９６,３４０ドル






　　４　工期　　　　　　議決の日から３６５日






　　５　契約の相手方　　那覇市字与儀７２番地の８

　　　　　　　　　　　　南洋土建株式会社

　　　　　　　　　　　　代表者　比嘉　広













（提案理由）

　那覇市牧志公設市場の一部（西市場）の改築工事を施行したいので、この案を提出する。








参考資料















工事請負仮契約書












　　１　工事名　　　　那覇市牧志公設市場建築工事









　　２　工事場所　　　那覇市牧志町









　　３　工期　　　　　議決の日から３６５日









　　４　工事内容　　　図面および仕様書（現場説明等を含む。）のとおり









　　５　請負金額　　　＄４９６,３４０.００









　　６　部分払回数　　６回以内









　　７　契約保証金　　＄免除









　　８　特約事項












　上記工事について、注文者那覇市長職務代理者、那覇市第一助役・稲嶺成珍（以下「市長」という。）と請負人南洋土建株式会社、代表者・比嘉　広とは、建設業法、那覇市の工事その他の請負契約条例および那覇市建設工事執行規則に基づき、おのおの対等の立場における合意により請負契約を締結し、信義に従つて誠実にこれを履行するものとする。

　この仮契約書は、市長がこの契約について那覇市議会の議決を得たときは、その議決の日をもつて本契約書に切り変わるものとする。この場合、市長は議決のあつた旨を遅滞なく請負人に通知するものとする。

　この契約を証するため本書２通作成し、当事者記名押印のうえ、各自がその１通を所持する。









　　１９７０年１１月２５日












注文者　　　　那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　稲嶺成珍












請負人　　　　住所　那覇市字与儀７２番地の８

商号　南洋土建株式会社

代表者　　　　比嘉広















～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








報告第１７号









専決処分の報告について









　市町村自治法第１１５条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。









　　　１９７０年１１月３０日提出









那覇市長　平良良松












専決処分書









　市町村自治法第１１５条第１項の規定により１９６７年９月３０日議会の議決により、指定された市町村自治法第３６条第１項第１０号に定める訴訟の応訴について次のとおり専決処分する。









　　　１９７０年１１月１３日









那覇市長　平良良松






　次の仮処分事件に異議を申立てる。

１　債権者　　那覇市字樋川３５番地　　上岡　作太郎

２　債務者　　那覇市代表者　　市長　　平良良松

３　事件名　　那覇地方裁判所（ヨ）第２０９号　仮処分事件

４　仮処分決定要旨

　(1)　債権者の所有の土地（４６２坪６勺）上に建物を増改築してはならない

　(2)　火災による残がいを命令送達の日から７日以内に撤去しなければならない。

　(3)　債務者は土地を転貸してはならない。

５　異議申立の要旨

　(1)　１９６９年１０月２３日なした本件仮処分中第１項および第３項の決定を取消す。

　(2)　訴訟費用は債権者の負担とする。



























第１２５回那覇市議会会議録









臨時会









上程案件・処理結果














第１２５回那覇市議会（臨時会）処理結果














	
			１９７０年１１月３０日
			（午前１０時２０分　開会）
	

	
			（午前１１時　０分　閉会）
	














　１．本会議






　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり




	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			70
			11
			30
			

			会議録署名議員の指名
			議　長
			１４番議員
１５番議員
	

	
			

			

			

			

			会期の決定
			〃
			１日間
	

	
			

			

			

			107
			工事請負契約について
			市　長
			不同意
	

	
			

			

			

			報　　
　　17
			専決処分の報告について
			〃
			報告
	





























第125回那覇市議会会議録









臨時会

１１月３０日(月曜日・１日間)














１９７０年第１２５回那覇市議会会議録（臨時会）











	
			○　１１月３０日（１日）
			（午前１０時２０分　開会）
	

	
			（午前１１時　０分　閉会）
	











○　出席議員（２７）









　　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　　１５番　金城重正君

　　　２番　　　中村昌信君　　　　　　１６番　高良文雄君

　　　３番　　　瀬長フミ君　　　　　　１７番　又吉久正君

　　　４番　　　辺野喜英興君　　　　　１８番　仲本安一君

　　　５番　　　喜舎場盛一君　　　　　１９番　金城吾郎君

　　　６番　　　仲村正治君　　　　　　２０番　黒潮隆君

　　　７番　　　平良玄昌君　　　　　　２１番　久高友敏君

　　　８番　　　上原綱正君　　　　　　２２番　喜久山朝重君

　　　９番　　　金城甚松君　　　　　　２３番　宮城武君

　　１０番　　　島袋宗康君　　　　　　２４番　真栄城嘉園君

　　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　　２５番　比嘉佑直君

　　１２番　　　儀間真祥君　　　　　　２７番　玉城栄一君

　　１３番　　　平良信一君　　　　　　２９番　椿秀義君

　　１４番　　　宮里敏慶君












○　欠席議員（２名）

　　２６番　　　安見福寿君

　　３０番　　　大浜長弘君









○　市町村自治法第６１条による出席者






　　　　　第一助役　　　　　　　稲嶺成珍君

　　　　　第二助役　　　　　　　前田武行君

　　　　　収入役　　　　　　　　呉屋永得君

　　　　　市長公室長　　　　　　平良清安君

　　　　　総務部長　　　　　　　親泊康晴君

　　　　　財政部長　　　　　　　伊波静男君

　　　　　経済民生部長　　　　　備瀬政太郎君

　　　　　建設部長　　　　　　　水間平君

　　　　　土木部長　　　　　　　内間安春君

　　　　　消防長　　　　　　　　具志清一君

　　　　　水道局長　　　　　　　佐久川寛貞君

　　　　　建設部庶務課長　　　　照屋建勇君

　　　　　商工観光課長　　　　　宮平勝哉君

　　　　　建築課長　　　　　　　金城幸男君

　　　　　財政課長　　　　　　　上原繁栄君

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　事務局出席者

　　　　　局長　　　　　　　　　義永栄善君

　　　　　庶務課長　　　　　　　玉城三郎君

　　　　　議事課長　　　　　　　新垣襄二君

　　　　　調査係長　　　　　　　亀島美一君

　　　　　議事係長　　　　　　　永山盛広君






　　　　　記録係長　　　　　　　山城正信君

　　　　　主事　　　　　　　　　徳村政保君

　　　　　主事　　　　　　　　　上原洋子君

　　　　　主事　　　　　　　　　山川恵美子君








１９７０年第１２５回那覇市議会臨時会議事日程第１号












１９７０年１１月３０日（月曜）午前１０時開議















第１　会議録署名議員の指名









第２　会期の決定









第３　報告第１７号　専決処分の報告について　　　　　　　（市長提出）









第４　議案第１０７号　工事請負契約について　　　　　　　（市長提出）












～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　会議に付した事件

　　（議事日程に同じ）









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　これより、１９７０年第１２５回那覇市議会臨時会を開会いたします。

　　これより、本日の会議を開きます。

　　諸般の報告をいたします。

　　１１月２７日付、那覇市長職務代理者那覇市第一助役から、第１２５回那覇市議会臨時会に議案及び専決処分した事項の報告書が送付されておりました。









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会議録署名議員は、宮里敏慶君、金城重正君、を指名いたします。









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第２、「会期の決定」を議題といたします。おはかりいたします。

　　今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて会期は、本日１日間と決定いたしました。









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第３、報告第１７号「専決処分の報告について」を議題といたします。

　　本件は、１９６７年９月３０日に市町村自治法第１１５条第１項の規定により、専決委任した訴訟の応訴でありますので、お手元に配付されております報告書により、ご了承願います。









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第４、議案第１０７号　工事請負契約についてを議題といたします。

　　提案者の説明を求めます。









○　建設部長（水間平君）

　　議案第１０７号　工事請負契約についてご説明いたします。

　　那覇市牧志公設市場の１部改築工事は、現在の木造セメント瓦ぶき平家1,662.46平方メートルの市場をとりこわし鉄骨鉄筋コンクリート造り地下１階413.5平方メートル、地上１階1,479.7平方メートル、地上２階1,355.4平方メートル、塔屋１階228.6平方メートル、塔屋２階52.8平方メートルで総面積3,530平方メートルの市場改築を計画しております。

　　事業を施行するにあたり議会の同意を得るために１１月１６日議会に提案いたしましたが不同意になりました。

　　しかしこの計画事業は早急に施行しなければなりませんので仮契約については南洋土建株式会社の意思を再確認し、改めて１１月２５日仮契約を締結いたしました。

　　このことにつきましては、議会の同意を得る必要がありますのでお手元に配付してあります議案のとおり、よろしくご審議くださいますようお願いいたします。









○　議長（辺野喜英興君）

　　ただいまの当局の説明に対し質疑に入ります。









○　玉城栄一君

　　本牧志公設市場改築工事請負契約議案は去つた１６日の臨時議会におきまして３分の２以上の賛成を得ることができずに否決された議案でございます。

　　その同じ議案を再び本日臨時議会を招集されて提案されているのであります。そこで現在、本員が指摘するまでもなく、牧志公設市場は火災のあとそのまま放置され、開南仮市場が設けられて、異常な状態で開南仮市場で市民並びに業者に非常な不便と不利益を与えているのであります。

　　一日も早く市場が正常に開設されんことを市民並びに業者の方々は強く待ち望んでいるのであります。そこで去つた１６日の臨時議会におきましてこの議案が否決された理由のひとつに関連いたしまして、第二公設市場の問題すなわち開店以来半年にもなる今日、客の不入りで業者はいまだにその不況を訴えているのであります。この第一公設市場改築に関連いたしまして市長は現在の第二公設市場の業者の不安についての対処策についてどのように考えておられるかその点について市長のお考えをお聞きいたしたいと思います。









○　第一助役（稲嶺成珍君）

　　ご答弁申し上げます。牧志第二市場につきましてはせつかく建設されておりますし、市としてもその繁栄は考えなければならぬと思つております。

　　それで現在の第二牧志市場が基本的に、どういうところに欠陥があるか調べてみたいと思いまして、経営コンサルタントにその調査を依頼しその助言により将来の計画をしたいと思つております。そのために１２月の定例議会でその費用の2,000ドルないし3,000ドルを計上し、一応その根本的な診断を行なつてみたいと思つております。それの上に立つてさらに第二牧志公設市場の問題につきまして検討を加えていきたいと思つております。









○　議長（辺野喜英興君）

　　質疑を終結し討論に入ります。









○　宮城武君

　　議案第１０７号、工事請負契約についてに反対の意見を申し上げます。

　　本案は去つた臨時議会において否決されたものでございますが、本日さらに緊急を要するとの理由で提案なされておりますが、この工事請負契約そのものにつきましては何の不服もないのでございます。しかしながら私ども議会に課された責任の一端を考えました場合に、この議案の裏にひそむ幾多の問題があるわけでございます。

　　第１番目に、この市場建設は土地収用法に基づき建設が計画されております。戦後このかた幾多の都市計画及び公共の福祉に供する事業が行なわれてまいりましたが、今日まで私の記憶に間違いないとするならば、土地収用法に基づく事業がなされた覚えはないのでございます。残念ながら現在の平良市政においては市民との対話、および今年度の定例議会で現地主義を採用するうんぬんがありましたが、そういう現地の方々および関係者との密接なる血の通う対話をなくして、冷酷にも法令の一条文を引つ下げて個人の財産を取り上げ、そこに何らの公共性も認められないような市場を建設するという

　　　　　　　　　（傍聴席より野次あり）

　過酷な態度に出たのでございます。私はここではつきりと申し上げたいのは、この収用法のあとに起こる法廷での争いの問題、訴訟が現在提起されているのでございます。事業認定取り消しの訴え及び裁決処分の取り消しの訴えが現在提訴されております。この問題の行くえを私どもは３０万市民の代表として見届ける義務があると思うのでございます。そういう点から仮りにこの議案が通りまして、市場が建設された後、市の敗訴にでもなつた場合にはいかなる弁済もできないような巨大な被害をこうむるのが市民でございます。そういう点からしてこの訴訟の行くえを見、またこれのある程度の目途づけを持つてこの問題に対処したいと思うのでございます。本員はこの議案に対して取りかえしのつかないような結果が出るやに思うのでございます。

　　　　　　　　　（傍聴席より野次あり）

　そういう面から非常に危惧の念を抱かざるを得ないのでございます。私どもが長年待ち望み、そしてようやくでき上がりました牧志第二公設市場がございます。

　　　（傍聴席より「だれがつくつたか」という者あり。傍聴席騒然）

　その第二公設市場につきましては、これだけでき上がつた市民の多大なる資産、あれだけの資金をかけて完成したりつぱな市場を今後スムーズに運営する姿勢は見せざるのみか、この後の取り扱いについても何ら明示されていない。

　　　　　　　　　（傍聴席より野次あり）

　しかも周辺の市場の機能を発揮するような整備、周辺の管理等もなされずただ放置されたような現状でございます。しかもこの西市場の一部改正に伴なう第二公設市場の今後の運営について何らの姿勢も示されていない。また第二公設市場と西市場と開設以後の関連につきどういう措置をとつていくかも明確に出されていない。

　　先ほどの２７番議員の質問に第一助役は答えまして、〝これからコンサルタントを入れてするんだ〟と言つておられる。すでにあの市場は入居し１年にならんとしております。そういうさ中においてもつと市当局としても抜本的な姿勢を持つて、現在ある市場のスムーズなる運営を考慮すべきじやなかつたかと思う次第でございます。そういう観点から議案第１０７号　工事請負契約についての反対の討論といたします。

　　　（傍聴席より「繁盛しているか、繁盛していないのはどういう意味」という者あり。傍聴席騒然）






○　議長（辺野喜英興君）

　　静かに願います。






○　玉城栄一君

　　私は公明党を代表いたしまして、本議案につきましてまず最初に賛成する者であります。

　　　　　　　　　　（傍聴席より拍手あり）

　一日も早くこの議案が可決されるべきであると思うのでございます。

　　その前に、先ほども質問の中で申し上げましたように、第二公設市場の業者が開店以来半年にもなる今日客の不入りで非常に不況を訴えておられるのであります。当然新しい市場が建設されますと常識的に考えましても第二の業者の方々がなおいつそう心配にされる点は当然考えられるのでございます。

　　その点につきまして先ほどの助役の答弁によりまして「１２月には経営コンサルタントの診断によつて第二市場の方々の不安を解消していきたい」という答弁がありました。そのことを強く要望いたしまして、現在すでにあの大火のあと市場跡はそのまま放置され、そして土地収用法はすでに実施の段階にあるのであります。そして異常な状態で開南仮市場が開設されているのでございます。本日の議会におきましてこの議案がすみやかに可決され、市民並びに業者の方々に不利益を与えないように正常な状態に戻していきたいとこのように考えるのでございます。

　　　　　　　　　（傍聴席より拍手あり）









　以上を持ちまして本案に賛成いたします。

　　　　　　　　　（傍聴席より拍手あり）









○　島袋宗康君

　　議案第１０７号、工事請負契約について社大党所属議員団を代表いたしまして賛成討論を行ないます。

　　　　　　　　　（傍聴席より拍手あり）

　まずこの議案にかかわる公設市場建設がいかような経過をたどつてきたかについて申し上げたいと思います。ご承知のように現在の公設市場付近の土地は、戦前は泥沼地帯で作物もロクにできない二束三文しかしないといわれた荒廃した土地であつたことは市民のひとしく認めるところであります。

　　しかし第二次大戦の終戦に伴ない、戦火に追われた旧那覇の人たちが疎開先から安住の地を求めて那覇へ移動してまいりましたが、戦前住んでいた旧那覇の都心部が米軍の軍用地として接収されていたため、やむなく樋川、壺屋、牧志一帯に住家の蝟集を余儀なくされ、勢いこの泥沼地帯にも人が住みつくようになり周辺の住家がふえるにしたがつて、いつの間にかアメリカ軍物資や地方からの食糧品の集荷場と化し、自然発生的に一大商業センターとして一般大衆が利用する便利なところとなつたのであります。

　　一方、露店商人も日ごとに増大するところとなり、当時の為政者は何とかして公設市場を建設して、露店などによるあきないではなく整然とした市場として発展させようということで、この場所に公設市場を建設し、当時としては一応りつぱな市場として高く評価され、親しまれ一般大衆の中でなくてはならない公設市場として、今日まで広く利用されてまいつたのであります。

　　その間、ガーブ川の水上店舗の落成や私設の市場が周辺にできるに及んで、該市場の老朽化が一層目立つようになり、食品衛生上の面からもその改善が叫ばれ、歴代市長はこれが改築を迫られ那覇市の大きな政治課題の一つとして歴代市長もその解決に努力し取り組んできたわけでありますが、これがいまだに円満に解決を見ないことはまことに残念でならないのであります。

　　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　　この公設市場内には戦後この方、孜々営々として長い間、生活の糧を得るために、苦しい中から立ち上がつてこられた業者がほとんど占めておりますから、市場改築にあたつては戦後の歴史的な背景を十分に配慮して、業者の立場に立つて、３００名余の業者の既得権を最優先してこれを守つてやる。

　　またそこからの収入によつて一家の生活、生計をささえているとすれば、もしこの既得権を守ることができない場合は、家族数にして1,500名近い人たちが生活の道が断たれ、路頭に迷いかねないのであります。

　　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　あくまでも現在の建物と同じ場所に、最もよい条件で建設することが業者の既得権、生活権を守つていく最善の道であるとともに、この市場建設はとりもなおさず３０万那覇市民の食生活に必要な買物センターとして発展途上にある那覇市にふさわしいものにしよう、これが革新市政のとるべき道ではないかと本員は思慮いたします。

　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　地の利を得たこの公設市場以外に新しい市場をつくつて業者を移転させようとしても応ずるはずもないし、西銘前市長はこの土地を地主にあけ渡すという条件で勝手に、誓約書を交わしたことは市民を愚弄するなにものでもないことだと考えます。

　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　これは明らかに一部地主に土地をあけ渡すため、不便なところに市場をつくつたという印象を市民に与え、市民の大きな不信をかう結果となつているのであります。このように市民不在の政治を払拭するためには、革新平良市政は就任以来一貫して市場改築を基本として掲げ、今まで幾度となく賃貸借契約及び土地の譲渡について地主と折衝を続けてきたわけでありますが、地主は応ずる気配はなく、これをいつまでも遷延することは市民に大きな不利不便を与える結果にもなりかねないのであります。

　　また開南交番下の道路上の仮市場の早期移転等とも関連し、早急に着工することにより業者の生活不安も解消され、多くの市民がこの市場問題に終止符を打つことを望んでおり期待もしているのであります。この工事請負契約議案の提出にあたつては、一つには土地収用法に基づいて収用審査会の審査も経て、すでに土地の所有権も市に移つております。

　　２点目には、土地の取得及び市場建設予算は議会の承認を得ております。

　　さらに起債も行なつた現段階におきましては、この議案は単なる請負契約事項であります。請負契約事項に異議があるかないかということが議会での問題になろうかと思います。

　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　このような経過を経ておりますにもかかわらず、自由民主党を中心とする新政会のみなさんのそれは、一般大衆の福祉を優先する平良革新市長に対する反対せんがための反対としか受けとれず、また一部の地主の利益を守るために反対しているとしか断ぜざるを得ないのであります。

　　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　　また先ほどの反対討論の中にも法律論うんぬんを言つておりましたが、私どもはこのような経過を経て、市民生活を守るためにこの市場改築はぜひとも３０万市民のために必要な議案でありますので、どうぞ新政会のみなさんが、今までいろんな点について問題もあつたでしようけれども、この議案をスムーズに通していただきまして、市民生活に不安のないような市政を確立するために、この議案を通していただきますようお願い申し上げまして、賛成討論を終わります。

　　　　　　　　　（傍聴席より拍手）









○　儀間真祥君

　　沖縄人民党の議員団を代表して賛成討論に入ります。

　　ただいま議題となつております工事請負契約について賛成討論を申し上げたいと思います。この牧志公設市場の問題につきましては１３年も前からくすぶり続けてきた問題でありますが、前西銘市長時代に第二公設市場がつくられて市場問題は解決するかに見えておりました。この第二公設市場がつくられる場合に、多数の業者の意見、それから市場を利用する人々の意見を無視してつくられたために、非常に問題が起こつております。現在の第二公設市場は立地条件も悪いということで客足もまばらであると同時に、その市場の構造も敵を防ぐための城みたいになつておる。そういうふうになつておるために客足が非常に少ない、そういうことになつております。

　　こういうことを改善するために、現在の平良革新市長は今までの前市長の残していつた市政、欠点を少なくして逆に買い良い、そして市民のしたしめる大衆市場をつくるために議案第１０７号　として現在出ておりますが、この契約の内容を見た場合に、条例とかあるいは法律、そういうものに瑕疵があつて出されたものじやない。契約の方法として随意契約になつておりますが、これは公入札にして落札者がいない場合は、契約の金額内において随意契約ができるようになつております。これは議員諸公がよくおわかりのことだと思います。

　　一方、契約の相手方でありますが、これは南洋土建になつております。これは従来までの実績からみましても他社に比して押しも押されないような一流の土建会社である。そういうことから申しましてこの議案内容そのものには欠点は一つもないわけです。前の１１月１６日の臨時議会において同じ議案の審議がなされましたが、その場合に新政会所属の議員の反対がありそれによつて否決になりましたが、その理由として第二公設市場によつて市場問題の決着がつけられるところだつたが革新市長の誕生によつてこれがくずされた、ということを言つております。私はこういうふうに思つております。

　　革新市長の誕生によつて本当の意味で市民の生活と権利を守るための政治が生れたということです。たとえば例として第二公設市場をとつてみると、あの市場をつくる前に市政を担う理事者が謙虚な気持で、業者をはじめとする市民の意見を市政に反映していたのであれば、市民の意見と市場業者の意見を無視してつくられた第二公設市場のあのような結果は出て来なかつただろうと思います。

　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　それから市場建設するという気持があつたかどうかについて討論されておりますが、その理由として地主との間では上岡さんと話し合つているが上原さんや照屋さんとは１、２回しか話されてないので誠意がない、と言つております。このことについては前から本会議で当局がよく説明しておりました。

　　牧志公設市場の敷地は上岡さんの土地が７、８割を占めており、その人との話し合いを主にやつて上原さんや照屋さんとの話し合いはあとにやつたということを言つております。このことについては議員諸公もよくおわかりのことだと思う。議会に市場問題が出るたびに地主の意思は「絶対に貸さない」ということが新聞やその他のマスコミで報道されております。市場は火事に会い焼け出された時点で裁判を通して那覇市が建築をするということを止める仮処分を出しております。要するに、焼け出されたあとの西公設市場敷地を那覇市に使わさないという停止のための仮処分が出ておる。あの１件の反応からみて地主が貸さないということははつきりしておる。それを話し合いを十分しなかつた。誠意がないということはおかしいわけであります。これがもし話し合いによつて貸すという見通しがついておれば話は別だが、しかしマスコミで「那覇市には貸さないんだ」ということははつきりしております。それからもう一つ、強制収用までして一部の地主をいじめている。というふうなことを言つておりますが、これはそうではないわけです。こういう見方は私は近視眼的なものの見方であり、被害妄想だと思つております。なぜならば市長は、強制収用する場合に勝手にやつたわけじやない。一応強制収用するまでの手続きを踏んで、そしてやつたわけなんです。もしこの強制収用するものが自分勝手だ、市長の横暴だ、ということであればこれは現在の制度が悪い、また一方一部地主に損害を与えている、と言つておりますが損害は与えていない。ちやんと市はこの土地を収用するために、これだけの金額で収用したいがどうですか、と言つてちやんと収用委員会の議決を得ており、承認を得ておる。その収用委員会の承認があつたし、けつしてその人々に損害が出ていない。それから収用法によつて収用したがこれに異議申し立てが出ておる段階では、その結論が出るまでは待て、という討論が出ておりますが、市場事業の場合は非常に急いでおる。あの開南の都計道路上につくられた仮市場を早くこつちに移転して、そうしてあの道路を完成しちやんと通るようにならなければいけない。

　　　　　　　　（傍聴席より「拍手」）

　　それをもし結論が出るのを待つておるとすればあの都計道路を全部開通した場合にこの市場は問題になつてくる、そういうことからして早くつくらにやあいかんというふうになつております。この結論が出るまでに待つというもんじやない、本裁判訴訟が争われてそれが何年かかるかわからない、それまでにはちやんと市場は完成している。そういうふうな状態だからしてこれは当然着工して早くつくるべきだと思う。それから前に与儀小学校前の映画館建設の問題を出しておりましたが与儀映画館というのは個人から映画館建設の申請が出て、この建築確認に問題があつたわけです。これは決して収用法によつて収用された問題じやあないんです、あの地域は文教地域である。だからああいうことを議会に出すこと自体がおかしい、そういうふうにして考えた場合に実際この新政会の議員たちが反対する本音はですね、いまの市場建設の議案がもし通つて市場建設された場合には、いままでの西銘市長がつくつた第二公設市場で西銘市長の政治的立場は非常に不利に陥る。それを考えてどうしても第一公設市場の問題は反対していかなくちやあいかんということです。だからその市場をつくることに反対しておる、それが本音である。政治というのは一個人のために政治が行なわれるんじやない、３０万市民を含めてこの市場を利用する業者そのものの生活と権利を守つていくという立場で政治は運営されていくべきなんだ。それを一部の人のためにただ反対しなきやあいかんということに至つては非常に問題がある。いままでの理由から申し上げてこの議案には満場一致で賛成してもらつてこの議案を早く通して、みんながいまの市場を、現在提案されております議案を早く通してそして早く建設し、あの開南の仮市場から業者をこつちに移してもらうということは最も緊急を要すると思います。

　　その意味でただいま提案になつております議案に賛成して賛成の討論にかえたいと思います。

　　　　　　　　　（傍聴席より「拍手」あり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　討論を終結し、これより起立により、採決いたします。

　本件は、市町村自治法第１７５条第２項および議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例第６条第１項第１号の規定により、出席議員の３分の２以上の同意を必要といたします。議案第１０７号　工事請負契約について賛成の諸君の起立を求めます。

　　　　　　　　　（傍聴席より「野次」あり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　賛成者は、１３人であります。









○　議長（辺野喜英興君）

　　ただいまの出席議員は２７人であり、その３分の２は１８人であります。ただいまの起立者は１３人であり、可決所定数１８人に達しません。

　　　　　　　　　（傍聴席より「野次」あり）

　　よつて本件は不同意とすることに決しました。

　　　　　　　　　（傍聴席より「野次」あり）









○　議長（辺野喜英興君）

　　これにて、１９７０年第１２５回那覇議会臨時会を閉会いたします。

（午前１１時０分　閉会）






～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









上会議録を調整し署名する









　　　　　１９７０年１１月３０日












議長　　　　辺野喜　英興　㊞









署名議員　　宮里　敏慶　　㊞









署名議員　　金城　重正　　㊞
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